
児
童
３
ペ
ア
、
全
国
大
会
ヘ

「上
位
を
目
指
す
」

下
松
市
の
下
松
ジ

ュ
ニ
ア
ソ

フ
ト
テ

ニ
ス
ク
ラ
プ

（
原
田
正

剛
会
長
）
の
３
ペ
ア
６
人
が
、

全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大

会

（
千
葉
県
白
子
町
、
３
月
２９

～
３‐
日
）
に
出
場
す
る
。
大
会

を
約
１
カ
月
後
に
控
え
、
選
手

た
ち
は
「上
位
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
る
。

４
年
生
隊
下
男
子
の
部
に
藤

井
悠
貴
君
（
１０
）
＝
花
岡
小
４
年

＝
と
兼
森
富
久
斗
君
（
１０
）
＝
久

保
小
４
年
、
佐

々
木
健
将
君

（
Ю
）
＝
公
集
小
４
年
＝
と
中
川

健
太
君
（
９
）
＝
下
松
小
３
年
＝

の
２
ペ
ア
、
同
女
子
の
部
に
枡

田
い
の
り
さ
ん
（
Ю
）
＝
中
村
小

４
年
＝
と
吉
長
美
保
さ
ん
（
１０
）

＝
公
集
小
４
年
＝
の
ペ
ア
が
出

場
す
る
。

昨
年
Ｈ
月
に
周
南
市
の
キ
リ

ン
ビ
バ
レ

ッ
ジ
周
南
庭
球
場
で

開
か
れ
た
県
予
選
会
で
藤
井
君

と
兼
森
君
は
優
勝
、
佐
々
木
君

と
中
川
君
、
枡
田
さ
ん
と
吉
長

さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
入

り
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決

め
た
。

藤
井
君
は

「
８
位
隊
内
に
入

っ
て
賞
状
を
も
ら
い
た
い
」
、

兼
森
君
は

「プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

負
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
、
佐

々
木
君
は

「も

っ
と
い

っ
ぱ
い

練
習
し
て
大
会
に
臨
み
た
い
」
、

中
川
君
は

「ボ
レ
ー
を
頑
張
り

た
い
」
、
枡
田
さ
ん
は

「練
習

の
成
果
を
発
揮
し
た
い
」
、
吉

長
さ
ん
は

「
１
試
合
で
も
多
く

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と

大
会
を
見
据
え
る
。

水
本
隆
行
監
督
は

「
本
番
で

今
ま
で
や

っ
て
き
た
こ
と
が
出

岩
国
市
本
郷
町
本
郷
の
地
元

農
産
物
販
売
所
「
四
季
の
味
『
山

代
の
里
』
ス
平
岡
利
美
代
表
）

が
３
月
１３
日
に
開
く
野
菜
作
り

や
こ
ん
に
ゃ
く
加
工
体
験
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
る
。
同
５

日
ま
で
。
先
着
順
。

午
前
９
時
半
か
ら
受
け
付
け

を
開
始
し
、
同
１０
時
～
午
後
２

時
に
開
催
。
本
郷
の
特
産
品
で

南
米
ア
ン
デ
ス
地
方
原
産
の
キ

こ
ん
に
や
く
の
加
工
を
体
験

岩
国
で
来
月
、参
加
者
を
募
集

ク
科
の
根
菜

・
ヤ
ー
コ
ン
や
⇒

ャ
ガ
イ
モ
を
同
販
売
所
横
の
中

に
植
え
付
け
た
り
、
こ
ん
に
ょ

く
の
加
工
を
体
験
す
る
。
昼
〈

で
郷
土
料
理
や
豚
汁
を
味
わ
ユ

ほ
か
、
ポ
ン
菓
子
の
実
演
が
モ

る
。親

子
で
の
参
加
が
原
則
で
、

募
集
人
数
は
１０
家
族
。
参
加
導

（
昼
食
代
な
ど
）
は
小
学
生
円

上
が
５
０
０
円
、
３
歳
以
上
《

卜下

=ひス
=空テ
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全国大会へ向けて意気込む下松ジュニアソフ トテェスク
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医
療
、
生
活
交
通
手
段
の
確
保

け
れ
ば
１／、

★周 南支 社 ★
〒745‐ 0036

月南市本町125
80834(22)0627
FAX

図

★岩 国 支 局 ★
80827(22)8161
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図 謝 駐 沼 紹 招
勝

★柳井支局★
80820(23)7745
FAX0820(23)7745

図 努雷 羅 躍 瑞

柳
井
市
無
形
民
俗
文
化
財

２８
日
に
「伊
陸
南
山
神
楽
」

柳
井
市
無
形
民
俗
文
化
財

「伊
陸
南
山
神
楽
」
が
２８
日
正

午
か
ら
同
市
伊
陸
の
南
山
神
社

で
奉
納
さ
れ
る
。

伊
陸
南
山
神
楽
は
荒
神
神
楽

の
性
格
を
持
つ
。
岩
国
行
波
の

神
楽
が
玖
珂
盆
地
に
伝
わ
り
、

そ
れ
が
伊
陸
に
伝
え
ら
れ
た
と

さ
れ
る
。
南
山
神
社
の
木
札
に

は
元
禄
１６

（
１
７
０
３
）
年
に

奉
納
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
３

０
０
年
以
上
の
伝
統
を
誇
る
。

現
在
は
伊
陸
大
迫
、
竹
常
地

区
で
つ
く
る
伊
陸
南
山
神
社
神

楽
保
存
会

（兼
広
高
文
代
表
）

が
毎
年
３
月
３
日
に
近
い
日
曜

日
に
奉
納
し
て
い
る
。
今
年
は

「湯
立
て
」

「
日
本
紀
」

「岩

せ
る
か
ど
う
か
。
緊
張
せ
ず
に

楽
し
ん

で
試
合
を
し

て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
込
め
る
。

選
手
た
ち
は
２５
日
、
市
役
所

を
訪
れ
、
井
川
成
正
市
長
か
ら

激
励
を
受
け
た
。

昨
年
、
南
山
神
社
で
奉
納
さ
ち

た
柳
井
市
無
形
民
俗
文
化
財
（

伊
陸
南
山
神
楽

戸
」
な
ど
１２
演
目
が
奉
納
さ
ち

る
。
２
０
０
４
年
に
奉
納
さ
ち

た

「
八
関
」
神
楽
は
２４
年
周
一

で
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

発行所/い新周南新聞社
〒745-0802周 爾市栗屋二葉屋開作 4035-18

目邑  言舌 (0834)26--0303
FAX(0834)26-0155

標融 蕊品勧鰐
年間購読料…年/23】 000円

13種郵便物認可 )

16260

下
松
ジ

ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ

（原
田
正
剛
代

表
）
の
六
人
が
二
月
二
十
九

日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
千
葉

県
白
子
町
で
開
か
れ
る
第
九

回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
に
県
代
表
で
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
、
二
十
五

日
、
原
田
会
長
、
水
本
隆
行

監
督
、
保
護
者
ら
と
下
松
市

役
所
を
訪
れ
、
井
川
市
長
の

激
励
を
受
け
た
。

こ
の
大
会
に
は
同
ク
ラ
ブ

か
ら
四
年
連
続
四
回
日
の
出

場
。
選
手
は
花
岡
小
四
年
、

藤
井
悠
貴
君

（１０
）
と
久
保

小
四
年
、
兼
森
富
久
斗
君

（１０
）
▽
公
集
小
四
年
、
佐
々

木
健
将
君

（１０
）
と
下
松
小

三
年
、
中
川
健
太
君

（９
）

▽
中
村
小
四
年
、
枡
田
い
の

り
さ
ん

（１０
）
と
公
集
小
四

年
、
吉
長
美
保
さ
ん

（１０
）

の
二
組
。
藤
井

・
兼
森
組
は

昨
年
十

一
月
二
十

一
日
に
周

南
市
庭
球
場
で
開
か
れ
た
県

予
選
男
子
四
年
以
下
の
部
で

出
場
選
手
と
井
川
市

長
、
保
護
者
、
ク
ラ

ブ
関
係
者
た
ち

優
勝
、
佐
々
木

・
中
川
組
は

三
位
、
枡
田

・
吉
長
組
は
女

子
で
二
位
に
な

っ
た
。

毎
週
土
曜
に
恋
ケ
浜
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
練
習
し
て
お

り
、
希
望
者
は
平
日
も
強
化

練
習
を
し
て
い
る
。
藤
井
君

は
昨
年
も
出
場
し
て
予
選
リ

ー
グ
四
位
で
、
そ
の
他
の
五

人
は
初
出
場
。
井
川
市
長
は

「監
督
や
コ
ー
チ
、
父
、
母

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
堂
々

と
試
合
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
激
励
金
を
手
渡
し
、
藤

井
君
は

「昨
年
の
経
験
を
生

か
し
て
人
位
入
賞
を
目
指
し

ま
す
」

▽
中
川
君
は

「し
っ

か
り
声
を
出
し
て
ボ
レ
ー
を

決
め
た
い
」

▽
枡
田
さ
ん
は

「
こ
れ
ま
で
練
習
し
た
成
果

を
十
分
発
揮
し
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

水
木
監
督
は

「楽
し
ん
で

プ
レ
ー
で
き
れ
ば
結
果
は
つ

い
て
く
る
」
と
期
待
し
て
い

た
。

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
セ

ッ
ト
は
販
売
も
さ
れ
て
い
る

が
、
市
快
適
環
境
づ
く
り
推

進
協
議
会

（植
村
芳
弘
会

長
）
は
束
荷
の
知
的
障
害
者

授
産
施
設
の
大
和
あ
け
ば
の

図

（高
橋
健

一
施
設
長
）
と

岩
田
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
の

里

（吉
田
正
勝
理
事
長
）
が

共
同
で
作
っ
た
セ
ッ
ト
を
補

助
額
を
引
い
た
六
百
円
で
市

環
境
事
業
課
で
販
売
す
る
。

担当 :周南労倒保険事務組合

周南市岐南阿
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す
る
考
え
。
し
か
し
入
園
の

有
料
化
に
は
区
域
を
設
定
す

る
た
め
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
囲

い
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
な

Ｌ
、
ち
デ
”
写
「
で
も
現
地

野″

"//J〃

3

細

日

労働保険無料相談会
一

訴:郵纏齢鶏樫齢

光
市
は
可
燃
ご
み
の
六
〇

％
を
占
め
る
生
ご
み
の
減
量

へ
家
庭
の
生
ご
み
を
段
ボ
ー

ル
箱
で
堆
肥
化
さ
せ
る

″段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
″
の
購

入
費
助
成
と
出
前
講
座
を
三

月
か
ら
始
め
る
。

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は

段
ボ
ー
ル
が
保
温
性
や
余

っ

た
水
分
を
外
に
出
す
水
分
調

整
機
能
が
あ
る
た
め
、
全
国

で
導
入
を
勧
め
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。

光
市
の
助
成
は
市
民
が
市

内
の
店
で
買
い
、家
庭
で
利
用

す
る
こ
と
が
条
件
。助
成
は
購

入
価
格
の
半
額
で
、
一
個
千

円
を
上
限
に
年
間

一
世
帯
四

個
ま
で
同
課
で
助
成
す
る
。

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

――

――

廿

哩
幅
司
１
世
帯
ド
立
個
ま
で

市
職
員
の
出
前
講
座
も
ス
タ
ト
ト

0光

Ｒ

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

廿

ま
た
出
前
講
座
は
市
民
五

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
対
象

で
、
同
課
職
員
が
セ
ッ
ト
で

使
い
方
を
説
明
す
る
。

同
課
で
買
う
場
合
は
印

鑑
、
助
成
は
レ
シ
ー
ト
も
必

要
。
講
座
の
申
し
込
み
は
い

つ
で
も
い
い
。
問
い
合
わ
せ

は
同
課
ご
み

。
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
係

（０
８
３
３

・
７２

・

１
４
０
０
）

へ
。
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